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■体験学習室

　ちょっぴりリニューアル

　福笑いや羽根つきなどで遊んだり、舞

踏会衣装などを着たりできる体験学習室

が、ちょっぴりリニューアルしました。

入り口正面にあった大きな台をとって段

差をなくし、車椅子のままで機
はた

織
お

りがで

きるようになりました。　

　開館以来ずっと、遊ぶときに２０㎝ほ

どの台の上に履き物を脱いで上がっても

らっていましたが、車椅子対応の高さの

昇降調節可能なテーブルを₃卓設置し、

履き物を履いたままで、いろんな遊びが

できるようになりました。　

　テーブルは遊びやすい高さに微調整で

きますので、お気軽に解説員にお申し付

けください。昇降はハンドル式です。

　部屋の奥には、実際に触ってもらうた

めの恐竜の骨（実物）と珪
けい

化
か

木
ぼく

を用意し

ました。直接触って感触を確かめてみて

ください。ガラス越しではないので、隅々

まで観察することができます。

　着用体験の場所の台と、それぞれの衣

装の境目の板も取り外し、少し、ゆった

りした感じになりました。

　鎧
よろい

兜
かぶと

・マタギ衣装・縄文人衣装・雫石

あねっこ衣装などの今までのものに加え

て、今年度から、狩
かり

衣
ぎぬ

衣装を追加しまし

た。

　平安貴族の普段着で、今なら神主さん

の衣装と言ったほうが、わかりやすいか

もしれません。身幅は気にせず、着丈は

調節できますから、小中学生でしたら着

用できます。いままでですと、成長の早

いお子さんが体験着用できるものが少な

かっただけに、男女とも人気が高い装束

となりそうです。

　頭の先からつま先まで平安時代にタイ

ムスリップできます。京都の専門の業者

さんにあつらえてもらったものです。ほ

かの衣装よりは着用に少し時間はかかり

ますが本格的な衣装です。修学旅行や遠

足で来館いただいたときのおすすめメ

ニューです。どうぞお試しください。

■お知らせ

■新任職員と転出・退職者

　当館では、平成２０年度の定期人事異動

等により、₅名の職員が転出・退職し、

新たに次の新任職員を迎えました。どう

ぞよろしくお願いいたします。

●竹田　順一（たけだ じゅんいち）

　【現職】　総務室長兼総務課長

　【前職】　岩手県教育委員会盛岡教育事

　　　　　務所 企画総務課長

●瀬川　修（せがわ おさむ）

　【現職】　専門学芸調査員〔民俗部門〕

　【前職】　平泉町立平泉中学校 教諭

●八木　勝枝（やぎ かつえ）

　【現職】　学芸員〔考古部門〕

　【前職】　㈶岩手県文化振興事業団埋蔵

　　　　　文化財センター 文化財調査員

●武田　とも子（たけだ ともこ）

　【現職】　解説員

●内藤　恵（ないとう めぐみ）

　【現職】　解説員

転出・退職者は次のとおりです。

●坂本　吉典（総務室長兼総務課長）

　定年退職

● 伊藤　浩之（主任専門学芸調査員〔民

俗部門〕）　転出【現職：岩手県立盛岡

工業高等学校教諭】

●高木　晃（専門学芸員〔考古部門〕）

　 転出【現職：㈶岩手県文化振興事業

団埋蔵文化財センター 文化財専門員】 

　

●生田　恵理子（解説員）　退職

●水車　淳子（解説員）　退職

恐竜の骨と珪化木　よく見て触ってみて

床の段差をなくしました

新任式で抱負を語る竹田総務室長


